
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚古墳出土甲冑 
まとめる 市内の歴史・文化財をまとめて調査研究、タイムリーな成果の公開・発信 

まなぶ  誰もがわがまち豊中の歴史・文化財に親しみ、楽しみ、学べる場の提供 

つなぐ  未来を創造する資源としての歴史・文化財をみんなで次世代の子どもたちへ 

（仮称）郷土資料館構想  【概要版】 
令和 3年（2021 年）2月 

豊中市教育委員会 

（仮称）郷土資料館の基本方針 

（仮称）郷土資料館の概要 マチカネワニ化石 

本構想策定の経緯 

【 保管の課題 】古くから交通の要衝に立地する豊中市には数多くの遺跡や指定文化財である建造

物、街道などが残されています。そのため、市では埋蔵文化財（土器・石器・木器など）約 13,000

箱、歴史資料（古文書・絵図など）約 9,000 点、民俗資料（農具、生活資料など）約 7,000 点を

はじめ、歴史・文化財に関する豊富な資料・情報を保管していますが、市内各所に分散保管してい

て、必ずしも適切な保管環境とは言えず、また十分な公開・活用ができていない状況です。 

 

【 施設の課題 】市ではこれまでに「豊中市における文化振興の基本構想」昭和 59 年（1984 年）、

「文化総合施設基本構想・基本計画」平成 10 年（1998 年）、「（仮称）豊中市文化芸術センター

基本構想・基本計画」平成16・17 年（2004・2005 年）と 3 次にわたって、保管・調査研究・

公開・活用のため施設の構想を策定してきましたが、いずれも実現には至っていません。 

これらの課題解決を図り、これまでに蓄積された資料・情報を集中して適切に取り扱うた

め、「豊中市公共施設等総合管理計画」平成 29年（2017 年）を踏まえ、既存施設の有

効利用を含めて検討し、貴重な歴史・文化財の資料を保管、整理・調査・研究、展示公開

する施設としての（仮称）郷土資料館を整備するため、本構想を策定するものです。 

【 立地 】 ●既存施設の有効利用を想定し、施設再編の進む市域南部で移転が予定されている庄内少年

文化館等を候補として検討します。 

●公共交通機関を利用して容易に来館できるエリアに設置します。 

【 規模 】 ●現状の市内各所の作業・保管スペースの状況から、約 2,900 ㎡を想定しています。 

【 機能 】 ●歴史・文化財に関するあらゆる資料の調査や収集・保存・管理を適切に行います。 

●調査・収集した資料を整理・研究し、その価値を明らかにしていく過程も公開します。 

●豊富な資料を常設・企画展示、講座やホームページなどを通じ成果を公開・発信します。 

●展示室、講座室等を用い、市民、児童・生徒にとってわかりやすい事業を行います。 

【 整備 】 ●市域南部で施設再編の進む令和 4 年度（2022 年度）中の整備をめざします。 

縄文の海 

穂積遺跡 

稲作のムラ 

小曽根遺跡ほか 

卑弥呼の時代 

庄内遺跡・服部遺跡 

低地の支配者 

利倉西遺跡・利倉南遺跡 

都の時代 

島田遺跡・上津島遺跡 

荘園の経営と争い 

今西氏屋敷・承久の乱 

幕藩体制の中で 

保科氏浜屋敷・赤穂浪士 

能勢街道と堤 

穂積村囲堤・渡し場 

民衆の祭 

椋橋総社・庄内神社ほか 

近代化の波 

牛立鉄橋・各水路跡ほか 

戦争の爪あと 

てしまの塔・各慰霊碑ほか 

講座を楽しむ 
多くのコンテンツの中から様々な切り口でトピッ

クを取り上げ、館が集中 

保管する実物資料を使っ 

た体験学習や映像を用い 

ながら、地域の歴史に親 

しんでもらえるような企 

画を定期的に行います。 

※市域南部を中心にしたコンテンツ例 
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展示を楽しむ 
市域全体の歴史・文化財を中心に、館の位置する

市域南部の特色もおりまぜた、わかりやすい展示を

行い、児童・生徒 

の郷土学習の場と 

しても、いつでも 

歴史・文化財のこ 

とを学べるように 

努めます。 

歴
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まち歩きを楽しむ 
館の位置する市域南部の歴史・文化財を中心に、

実際に訪ねながら、 

悠久の時間の流れを 

実感してもらえるよ 

う、季節も選びなが 

ら魅力あるコースを 

設定します。 

デジタルコンテンツの充実・発信 

（仮称）郷土資料館における事業展開イメージ▼ 


